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日本 製 紙グループは世 界の人々の豊かな暮らしと文化の発展に貢献します

①米粉利用の拡大
　食品ロス削減

CNFは木材繊維をナノレベル
まで細かくときほぐした最先端
バイオマス素材。多種多様な
機能（強度向上、増粘性、保湿
性、乳化安定性、酸素バリア
性）があることから、食品から
工業用途まで幅広い分野でそ
の性能を活かすことが期待さ
れています。

「元気森森®」は木材から純度
の高いセルロースを抽出した
次世代養牛用飼料です。牛の
健康維持、乳量増加、繁殖成
績向上など有用な効果を発現
します。その「元気森森®」に発
酵人参ジュースを混合し、β-
カロテンを併せ持った、嗜好性
の高い飼料「にんじん森森®」
を開発しました。

健康食品等の原料としても広
く知られる核酸（ＲＮＡ)を多く
含む酵母由来の新しい飼料。
家畜、魚に給与することで体
重維持、育成安定化、生体に
悪影響のあるカビ毒の吸着な
どが期待出来ます。

水産会社からの脱プラの要望
を受け発泡スチロール代替と
して開発。高い防水性を有して
おり、保管スペースの削減や、
輸送効率の向上、石油由来原
料の削減による環境への貢献
が期待されています。使用後は
古紙としてのリサイクルも可能
です。

内容物の品質を守り、においバ
リアができる紙製バリア素材
「シールドプラス®」と“紙だけで
パッケージができる”ヒートシー
ル紙「ラミナ®」という機能の異
なる2つの素材をご用意してい
ます。軟包装用途で紙化による
減プラにご興味がありましたら
ぜひご相談ください。

生分解性を持ち、黒色の耐水
性紙製マルチシート（パルプ
51％以上）を開発中。プラン
ターでの防草性や土中崩壊性
を確認しており、今後実機試
作品の農地での作業性などの
評価を実施、製品として完成
させる予定です。

児童・生徒は紙パックを簡単
に開封でき、ストローを使用す
ることなく容易に飲用すること
ができます。プラゴミ減量化に
つながり、SDGs教育の材料と
して身近なところから環境意
識を高めます。

椎茸の菌床、牛ふんを１年間
発酵させた餌をミミズに与え、
ミミズから代謝される粘液が
土壌に結合する事で空隙のあ
る、ふわふわした土壌に改良
ができます。また「みみず太郎
100」は植物病原菌の増殖を
抑制する効果があり、有機農
業に最適な商品といえます。

美味しいお茶は良い茶園か
ら。日本紙通商の茶セル苗は
品質に自信があります。初期
成育が早いので早期茶園整
備が実現可能です。また、機
械による自動植栽ができるた
め手植栽の重労働から解放
してくれます。

④減プラ可能な
　農業資材 ⑥農業分野の価値向上⑤減プラ可能な

　飲料紙容器

セレンピア® 元気森森®
にんじん森森® トルラプラス® 防水ライナ

軟包装向け資材
「シールドプラス®」
「ラミナ®」

マルチシート 学校給食用紙パック
「School PoP®」

みみずふん土由来の
有機特殊肥料

「みみず太郎100」
茶セル苗

「ネプラス®」

②畜産分野の発展 ③減プラ可能な包装材

木質資源を最大限に有効活用することで農業に貢献する製品

バイオマスマテリアル事業推進本部
Tel.03-6665-1020

ケミカル営業本部
Tel.03-6665-5920

日本東海インダストリアル
ペーパーサプライ㈱
Tel.03-6665-5016

白板・包装用紙営業本部
Tel.03-6665-5175

日本製紙パピリア㈱
Tel.03-6665-5833

紙パック営業本部
Tel.03-6665-5565

㈱豊徳
Tel.0885-37-2222

日本紙通商㈱
Tel.03-6665-7444

持続可能性につながる日本製紙グループの技術・製品

木とともに未来を拓く ～日本製紙グループ～
木とともに未来を拓く総合バイオマス企業として、これまでにない新たな価値を創造し続け、真に豊かな暮らしと文化の発展に貢献します。

減プラにより農業に貢献する製品

理念

スローガン

イメージ写真

農業生産に貢献する製品

　

創
業
以
来
、
日
本
の
紙
の

歴
史
と
と
も
に
歩
み
続
け
る

日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
社

名
の
通
り
、
印
刷
用
紙
や
紙

パ
ッ
ク
、
テ
ィ
ッ
シ
ュペ
ー
パ
ー
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
生

活
紙
、
牛
乳
な
ど
の
飲
料
用

の
紙
パ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
農

産
物
梱
包
用
段
ボ
ー
ル
原
紙

な
ど
を
製
造
し
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
や
農
業
を
支
え
て
き

た
。
主
力
と
な
る
「
紙
事
業
」

や
「
生
活
紙
」、「
紙
パ
ッ
ク
事

業
」
の
他
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

や
「
ケ
ミ
カ
ル
」
な
ど
の
分
野

に
も
、
事
業
領
域
を
拡
げ
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
木
質
資
源
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
使
い
切
る
」

を
事
業
領
域
の
根
幹
と
す
る

日
本
製
紙
は
、「
総
合
バ
イ
オ

マ
ス
企
業
」
と
し
て
、
２
０
３

０
年
に
向
け
て
循
環
型
社
会
へ

の
寄
与
と
事
業
成
長
を
両
立

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

杉
野
本
部
長
は
「
当
社
が

目
指
す
『
総
合
バ
イ
オ
マ
ス
企

業
』
と
は
、
社
会
に
貢
献
す

る
複
数
の
事
業
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
再
生
可
能
な
木
質
資
源

を
多
様
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

最
大
活
用
し
、
循
環
型
社
会

の
形
成
に
貢
献
す
る
製
品
を

幅
広
く
提
供
す
る
こ
と
で
、

豊
か
な
暮
ら
し
と
文
化
の
発

展
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

中
核
組
織
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
事
業

推
進
本
部
を
新
設
し
、
少
子

高
齢
化
、Ｉ
Ｔ
化
な
ど
に
よ
る

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
用
紙
の
需
要
減

少
な
ど
に
適
切
に
対
応
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
社
会
構
築

や
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

排
出
量
削
減
と
いっ
た
社
会
課

題
に
対
し
、
し
っ
か
り
と
貢
献

す
る
会
社
に
変
革
し
て
い
き
ま

す
」
と
語
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
素
材
「
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
」（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）

は
木
質
繊
維
を
最
先
端
技
術

に
よ
っ
て
、
ナ
ノ
レ
ベ
ル
ま
で
と

き
ほ
ぐ
し
た
も
の
で
ア
ラ
ミ
ド

繊
維
並
み
の
高
い
弾
性
率
と
、

温
度
変
化
に
伴
う
寸
法
変
化

が
ガ
ラ
ス
繊
維
並
み
に
小
さ
い
。

　

日
本
製
紙
の
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
「
セ

レ
ン
ピ
ア
Ⓡ
」
だ
。
多
種
多
様

な
機
能（
強
度
向
上
、増
粘
性
、

保
湿
性
、
乳
化
安
定
性
、
酸

素
バ
リ
ア
性
）
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
食
品
か
ら
工
業
用
途
ま

で
幅
広
い
分
野
で
そ
の
性
能
を

活
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
特
に
農
業
分
野
で
は
、

米
粉
利
用
の
拡
大
や
食
品
ロ
ス

削
減
が
期
待
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
従
来
の
米
粉
パ
ン

に
添
加
す
る
こ
と
で
、
し
っ
と

り
感
が
維
持
さ
れ
る
。
ま
た
、

賞
味
期
限
を
延
ば
す
効
果
も

あ
る
。
国
の
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
も
通
じ
る

取
り
組
み
だ
。

　

畜
産
分
野
で
は
、
木
材
か
ら

純
度
の
高
い
セ
ル
ロ
ー
ス
を
抽
出

し
た
次
世
代
養
牛
用
飼
料「
元

気
森
森
Ⓡ
」「
に
ん
じ
ん
森
森
Ⓡ
」

の
給
与
試
験
を
行
っ
て
い
る
。

牛
の
健
康
維
持
、
乳
量
増
加
、

繁
殖
成
績
向
上
な
ど
、
有
用

な
効
果
が
発
現
し
て
い
る
。
家

畜
、
魚
用
飼
料
に
は
「
ト
ル
ラ

プ
ラ
ス
Ⓡ
」
も
あ
り
、
市
場
への

投
入
を
進
め
て
い
る
。

　

農
畜
産
物
の
包
装
材
に
お

け
る
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
多
機
能
段

ボ
ー
ル
原
紙
「
防
水
ラ
イ
ナ
」

が
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
か
ら

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
代
替
品
と

し
て
開
発
し
た
。
高
い
防
水
性

で
、
氷
や
鮮
魚
な
ど
も
直
接
入

れ
て
輸
送
が
可
能
だ
。
石
油
由

来
原
料
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と

比
較
し
て
も
保
管
ス
ペ
ー
ス
の

削
減
が
で
き
、
輸
送
効
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
第
29
回

Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
「
持
続
可

能
な
農
業
の
実
現
」
を
掲
げ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　

杉
野
本
部
長
は
「
現
在
、

紙
製
の
『
マ
ル
チ
シ
ー
ト
』
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
生
分
解

性
が
あ
り
、
実
用
化
で
き
れ

ば
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
か
ら
切
り
替
わ
り
が
進

み
、
海
洋
汚
染
や
産
業
廃
棄

物
な
ど
の
問
題
解
決
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
日
本
製
紙
の
製

品
開
発
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
目

指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
と

連
携
で
き
る
部
分
が
多
く
あ

る
。
持
続
可
能
な
農
業
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
、
決
意
を
語
っ
た
。

読者と共にすすめる持続可能性

持
続
可
能
な
社
会
へ

総
合
バ
イ
オ
マ
ス
企
業
が
拓
く
未
来

日
本
製
紙
株
式
会
社

　

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
世
界
的
に
脱
炭
素
な
ど
の
環
境
への
取
り
組
み
が
加
速
し
、
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
て
い
る
。
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
で
は
経
営
理
念
に
「
木
と
と
も
に
未
来
を
拓
く
総
合
バ
イ
オ
マ
ス
企
業
」
を
掲
げ
、

同
社
の
祖
業
で
あ
る
洋
紙
偏
重
か
ら
、
生
活
関
連
事
業
な
ど
成
長
分
野
へ
の
事
業
構
造
転
換
を
加
速
し
て
い
る
。
本
年

５
月
に
は
「
２
０
３
０ 

ビ
ジ
ョン
・
中
期
経
営
計
画 

２
０
２
５
」
を
策
定
し
た
。
新
た
に
育
成
し
て
い
く
事
業
の
成
長
を

加
速
す
る
た
め
の
中
核
組
織
と
し
て
、
本
年
６
月
に
「
バ
イ
オ
マ
スマ
テ
リ
ア
ル
事
業
推
進
本
部
」
を
新
設
し
た
。
グ
ル
ー

プ
の
総
力
を
挙
げ
て
、
変
革
を
加
速
し
て
い
る
。
最
先
端
バ
イ
オ
マ
ス
素
材
の
中
に
は
、
農
畜
産
分
野
と
親
和
性
が
あ
る

も
の
も
多
く
、
様
々
な
用
途
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
キ
ー
マ
ン
と
な
る
バ
イ
オ
マ
スマ
テ
リ
ア
ル
事
業
推
進
本
部
の

杉
野
本
部
長
の
イ
ン
タ
ビュー
を
交
え
て
紹
介
す
る
。

SDGs取り組み募集 SDGs ACTION 
特設ウェブページ日本農業新聞では、農業現場における生産者や読者

の皆さまのSDGsにかかわる取り組みを募集しています。
特設ウェブページで紹介する予定です。
２次元コードを読み込んでいただき、専用
フォームに取り組みをお寄せください。

SDGs特集では、特設ウェブページを
開設しています。今回の
記事をウェブでも掲載して
います。ぜひご覧ください。

　日本の自然は里山に代表されるよう
に人の手が入った自然で、農業者はそ
の守り手です。SDGsのゴール２「飢餓
をゼロに」は農業者無くして実現しませ
ん。地産地消、国消国産は、輸送に伴
うCO2や食品ロスを削減し、SDGsに
貢献します。また、気候変動は農業に
大きな影響を与えます。1977年に制
定されたJA綱領は既に環境への貢献
を掲げています。SDGsは農業やJAに
とって身近で、自分たちのことです。
　一方で、営農活動が環境に負荷を
与えているとの指摘もあります。日本政
府は「みどりの食料システム戦略」を示
し、「農林水産業のCO2ゼロエミッショ
ン（全体でCO2排出がゼロ）化の実
現」を掲げます。今後の諸政策はこれ
に沿ったものになるでしょう。ゴール５

「
総
合
バ
イ
オ
マス
企
業
」へ

事
業
構
造
を
転
換

「ジェンダー平等の実現」などSDGsに
はJAにとっての大きな課題も含まれて
います。
　農業者、JA役職員の方々は、SDGs
への貢献に誇りを持ち、一方で多くの
方 と々同様に自らの課題を認識して具
体的に何をすべきかを見定めるべき時
期にあると思います。まず組合員・役職
員による学習が必要と思われます。
　われわれは変わらなくてはいけませ
ん。地球も社会も「今のままではもたな
い」と悲鳴をあげているのですから。
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多
様
な
技
術
で

農
畜
産
業
に
貢
献

日
本
製
紙×

農
業

＝
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

農
業
や
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て

身
近
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

比嘉 政浩

日本製紙株式会社 執行役員 杉野 光広（バイオマスマテリアル事業推進本部長）
＜プロフィール＞1988年入社。2014年企画本部経営企画部長、2015年企画本部長代理兼経営企画部長兼研究
開発本部CNF事業推進室主席調査役、2018年執行役員技術本部長代理兼生產部長、２０１９年執行役員技術本部
長兼エネルギー事業本部長を経て本年６月より現職。

木質資源の特性を生かした「3つの循環」

（一社）日本協同組合連携機構
代表理事専務


